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公
墓
前
祭

三
月
四
日
午
前
十
一
時
よ
り
当
大
社
第
八
十
代
大
宮
司
宗
像
氏
貞
公
の

墓
前
祭
が
、
氏
貞
公
所
縁
の
関
係
者
が
参
列
す
る
中
、
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ

た
。こ

の
墓
前
祭
は
氏
貞
公
逝
去
四
百
年
忌
に
あ
た
る
昭
和
六
十
一
年
に
、
当

大
社
と
菩
提
寺
で
あ
る
承
福
寺
と
の
協
議
に
よ
り
神
式
と
仏
式
で
隔
年
毎
に

墓
前
祭
を
奉
仕
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
今
日
に
至
る
。

本
年
は
当
大
社
の
当
番
年
で
あ
り
神
職
三
名
が
出
向
し
神
式
で
執
り
行
わ

れ
た
。
前
日
か
ら
の
雨
で
地
面
が
ぬ
か
る
む
中
で
は
あ
っ
た
が
、
承
福
寺
埜
村

住
職
、
隣
船
寺
田
代
住
職
、
初
代
大
宮
司
清
氏
公
以
来
宗
像
家
に
仕
え
代
々

墓
守
り
を
さ
れ
て
き
た
占
部
家
の
方
々
、
墓
所
の
あ
る
上
八
今
門
地
区
の
皆
様
、

当
大
社
高
向
宮
司
が
参
列
し
、
氏
貞
公
の
威
徳
を
偲
ん
だ
。

氏
貞
公
の
活
躍
し
た
室
町
末
期
の
九
州
の
情
勢
は
、
大
友
・
龍
造
寺
•
島

津
氏
の
三
大
勢
力
が
鼎
立
し
、
又
中
国
地
方
か
ら
は
毛
利
氏
が
九
州
へ
侵
攻

し
て
き
て
い
た
。
大
友
・
龍
造
寺
・
毛
利
氏
が
衝
突
す
る
地
は
筑
前
及
び
そ
の

周
辺
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
に
存
在
す
る
宗
像
氏
を
は
じ
め
諸
勢
力
は
そ
の
時
々

の
情
勢
を
正
確
に
判
断
し
行
動
し
な
け
れ
ば
滅
亡
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。

困
難
な
時
代
、
神
郡
を
守
り
抜
い
た
氏
貞
公
で
あ
っ
た
が
天
正
十
四
年
三

月
四
日
(
-
五
八
六
）
辞
世
の
句
「
人
と
し
て
名
を
か
る
ば
か
り
四
十
二
年
消

え
て
ぞ
帰
る
も
と
の
ご
と
く
に
」
を
残
し
四
十
二
歳
で
病
没
。
世
継
ぎ
の
男
子

が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
「
宗
像
大
宮
司
家
」
は
お
取
り

潰
し
と
な
っ
た
。
大
宮
司
家
の
断
絶
に
よ
り
、
そ
の
御
神
威
を
広
く
知
ら
れ
た

宗
像
大
社
も
次
第
に
衰
微
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 斎

行

傘
宗
像
·"』騒四●
1 • 2日春季大祭

(1 日目）

午前 11 時～一日祭

(2 日目）

午前 1 1 時～二日祭

午前 1 1 時40分～

高宮祭、第二宮・第三宮祭

宗像護国神社春季大祭

交通安全講社祭

つき なみ

15日月次祭
午前 10時～

高宮祭、第二宮・第三宮祭

午前 11 時～総社祭

29日昭和祭

午前 1 1 時～

．
i
-
東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
か
ら
一

年
と
な
る
三
月
十
一
日
、
日
本
全
国

で
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。
地
震
が

は
各
地
で
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
ヱ
東

口
発
生
し
た
午
後
二
時
四
十
六
分
に

京
の
国
立
劇
場
に
於
い
て
は
政
府
主
催
の
追
悼
式

が
行
わ
れ
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め
、
野
田

首
相
、
被
災
者
遠
族
の
代
表
の
方
々
ら
約
千
二
百

名
が
出
席
し
、
先
の
大
震
災
に
お
け
る
犠
牲
者
に

対
し
て
追
悼
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
た
了
天
皇
陛
下
は
、

二
月
に
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
ら
れ
、
御

退
院
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
追
悼
式
へ
の
御

出
席
を
強
く
望
ま
れ
、
式
に
臨
ま
れ
た
そ
の
御
姿

に
国
民
は
感
銘
を
受
け
た
は
ず
で
あ
る
▼
大
震
災

か
ら
一
年
が
過
ぎ
た
が
、
災
害
廃
棄
物
の
処
分
が

進
ん
で
い
な
い
。
環
境
省
に
よ
る
と
二
月
二
十
一

日
の
時
点
で
最
終
処
分
さ
れ
た
災
害
廃
棄
物
は
全

体
の
五
％
程
と
の
事
で
あ
る
。
一
部
の
都
道
府
県

が
受
け
入
れ
を
始
め
て
は
い
る
が
、
放
射
性
物
質

が
混
入
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が

受
入
を
鈍
ら
せ
て
い
る
。
今
ま
で
に
経
験
し
た
事

の
な
い
、
目
に
見
え
な
い
恐
怖
が
支
援
の
道
を
妨

げ
て
い
る
▼
こ
の
現
状
に
先
日
、
外
国
の
メ
デ
ィ

ア
か
ら
「
震
災
直
後
の
「
絆
』
は
日
本
人
か
ら
失
わ

れ
た
」
と
酷
評
さ
れ
た
。
こ
の
痛
烈
な
言
葉
を
我
々

は
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
震
災
直
後
、

日
本
人
の
秩
序
あ
る
行
動
と
道
徳
心
は
世
界
か
ら

買
賛
さ
れ
た
。
多
く
の
国
民
は
、
失
い
か
け
た
日

本
人
で
い
る
事
の
誇
り
と
日
本
人
が
本
来
大
事
に

し
て
き
た
『
絆
j
を
再
認
識
し
た
は
ず
だ
。
▼
天

皇
陛
下
の
御
心
を
御
察
し
す
る
な
ら
ば
国
民
挙

げ
て
瓦
礫
処
理
に
取
り
組
み
、
再
度
日
本
人
の
高

い
道
徳
心
を
表
す
べ
き
と
思
つ
。
（
坂
）

神具・装束・授与品

令井肉
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 篭話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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松
尾
神
社
祭
斎
行

S

新
酒
醸
造
を
感
謝
s

三
月
十
九
日
、
新
酒
醸
造
を
無
事
に
終
え
：
執
り
行
わ
れ

た
こ
と
を
奉
告
し
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
恒
例
了
た
。

の
酒
造
報
賽
祭
が
、
境
内
・
末
社
松
尾
神
社
一
修
祓
の
後
、

で
酒
造
関
係
者
参
列
の
下
斎
行
さ
れ
た
。
こ
昨
年
暮
に
仕
込

大
前
に
は
醸
造
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
酒
が
丁
ん
だ
新
酒
が
芳
ト

□
]
[
〖
□
田
二
□

―

の
代
表
者
が
参
列
、
午
前
十
一
時
に
祭
典
が
こ
酒
造
元
が
益
々
·

必

1
栄
え
る
様
祈
念
す
る
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
、

L
~

各
々
玉
串
を
奉
莫
し
た
。

5

q
、

引
き
続
き
本
殿
に
お
い
て
も
報
賽
祭
を

斎
行
、
宗
像
大
社
へ
の
神
恩
を
感
謝
し
、
玉

串
を
捧
げ
て
祭
典
は
終
了
し
た
。

松
尾
大
神
は
古
く
よ
り
酒
の
神
と
し
て

知
ら
れ
、
酒
造
業
を
営
む
人
々
に
篤
く
信
仰

さ
れ
て
き
た
。
総
本
宮
は
京
都
に
鎮
座
す
る

松
尾
大
社
で
あ
り
、
御
祭
神
は
大
山
咋
神
と

5

へ
当
大
社
辺
津
宮
の
市
杵
島
姫
命
で
あ
る
。
そ

．
れ
が
末
社
と
し
て
鎮
座
さ
れ
る
由
縁
で
あ
る
。

昔
よ
り
「
酒
造
り
は
、
子
育
て
と
同
じ
」

と
言
わ
れ
、
経
験
と
技
術
は
無
論
、
慈
愛
の

心
を
持
っ
て
酒
造
り
し
な
け
れ
ば
コ
ク
の
あ

る
吟
醸
酒
は
出
来
な
い
と
い
わ
れ
、
杜
氏
は

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
。
若
者
の
日
本
酒
離
れ
が
進
む
昨
今
、
私

た
ち
日
本
人
は
伝
統
の
あ
る
清
酒
を
大
切
に

し
た
い
。

`‘i ロ＊

こ
と
か
ら
、
当
時

色
定
法
師
坐
像
修
理
完
了
化
が
影
響
す
る

S

神
宝
館
に
て
展
示
再
開
S

の
宗
像
大
宮
司

当
大
社
が
興
聖
寺
（
宗
像
市
田
島
）
か
ら
二
家
の
対
宋
貿
易
の
関
連
品
と
し
て
重
要
な
も

依
頼
を
受
け
て
お
預
か
り
し
て
い
る
色
定
法
二
り
と
な
っ
て
い
る
。

師
坐
像
の
修
理
事
業
が
完
了
し
、
当
大
社
神
一
平
成
十
七
年
に
本
像
の
肌
表
面
に
亀
裂
が

宝
館
で
展
示
を
再
開
す
る
運
び
と
な
り
、
去
」
確
認
さ
れ
た
た
め
、
糸
島
市
の
仏
師
浦
叡
學

る
三
月
六
日
、
坐
像
の
搬
入
と
展
示
作
業
が
：
氏
に
お
預
け
し
、
平
成
十
九
年
か
ら
専
門
家
、

行
わ
れ
た
。
二
興
聖
寺
兼
務
住
職
田
代
義
道
氏
、
当
大
社
学

色
定
法
師
坐
像
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
、
宗
一
芸
員
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
で
協
議
を
重

像
社
に
在
っ
た
宋
版
大
蔵
経
を
底
本
と
し
て
丁
ね
な
が
ら
、
丁
寧
に
着
実
に
修
理
事
業
を
行
っ

五
千
巻
を
超
え
る
仏
教
経
典
（
一
切
経
）
を
一
一
て
き
た
。
修
理
は
、
造
像
当
時
の
姿
に
近
づ

人
で
書
写
す
る
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
、
一
け
る
と
い
う
方
針
の
下
、
坐
像
の
解
体
↓
樹

宗
像
社
の
社
僧
色
定
法
師
の
坐
像
で
、
色
定
二
脂
含
浸
↓
各
部
位
補
強
↓
組
み
立
て
↓
下
地

入
滅
前
年
の
仁
治
二
年
（
―
二
四
一
）
の
墨
書
二
胡
粉
）
塗
り
↓
着
色
と
い
う
工
程
で
進
め
ら

銘
を
背
面
に
持
ち
、
裸
形
に
実
際
の
衣
を
着
丁
れ
た
。
ま
た
、
修
理
に
合
わ
せ
て
坐
像
に
着

せ
た
着
装
像
で
あ
る
。
そ
の
誕
生
に
宋
の
文
：
せ
る
衣
も
新
調
し
た
。

側
三
月
六
日
当
日
、
修
理
に
携

真
わ
っ
た
関
係
者
が
集
合
し
、
坐
像

提写岬
搬
入
↓
開
梱
↓
組
み
立
て
↓
衣

輝
装
着
↓
写
真
撮
影
↓
展
示
の
作

譴
業
を
滞
り
な
く
行
っ
た
後
、
最
後

麟
に
、
興
聖
寺
兼
務
住
職
田
代
氏
の

読
経
で
厳
か
に
事
業
の
幕
を
閉
じ

贋像師
た
。
修
理
を
終
え
た
坐
像
は
気
品

坐定
に
満
ち
、
崇
高
な
眼
差
し
か
ら
は
、

法色財
修
行
の
一
生
を
送
っ
た
色
定
の
篤

レ
し文

い
信
仰
心
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

形5
で
あ
る
。
立
派
に
よ
み
が
え
っ
た

3
ロ如

色
定
法
師
坐
像
は
必
見
で
す
。
皆

岡福
様
、
是
非
お
参
り
下
さ
い
。
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高
向
宮
司

神
社
本
庭

宗
像
租
霊
社
春
季
大
祭
斎
行

S

二
月
に
新
社
務
所
も
竣
工
S

三
月
二
十
日
春
分
の
日
、
好
天
に
恵
ま
一

芦
り
[
[
□
[□
[
<□
[

一
列
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。
祭
典
に
は
、
[

、
当
大
社
神
職
も
献
幣
使
と
し
て
出
向
奉
仕
i

}
]
0
]
]

い
叶
汀

`
[
＿
祖
霊
社
と
は
、
祖
先
の
御
霊
を
お
祀
り
i

芍
す
る
お
社
で
あ
る
。
宗
像
祖
霊
社
は
、
当
一
し
i
，
灼

3

大
社
に
隣
接
し
て
鎮
座
し
て
お
り
当
大
社
一
尚
、
老
朽
化
し
て
い
た
社
務
所
を
神

景風
一
の
末
社
格
で
も
あ
り
、
神
徒
は
宗
像
市
を
こ
徒
が
協
力
し
建
て
替
え
、
二
月
に
新
し

典祭
中
心
に
約
四
亘
戸
を
数
え
る
。

□
い
社
務
所
が
竣
工
し
て
い
る
。

階
位
『
浄
階
』
身
分
『
一

高
向
宮
司
に
は
、
こ
口
の
護
持
運
営
に
力
を
注
が

の
度
三
月
一
日
付
で
階
位
丁
れ
、
平
成
二
十
一
年
に
宮

「
浄
階
」
、
神
職
身
分
二
司
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

「
一
級
」
に
昇
進
さ
れ
、
一
又
、
神
社
本
庁
参
与
、

三
月
十
四
日
に
神
社
本
」
県
神
社
庁
理
事
な
ど
神

庁
に
お
い
て
授
与
式
が
：
社
界
に
お
い
て
も
多
く
の

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
役
職
を
歴
任
し
て
お
り
、

高
向
宮
司
は
、
昭
和
こ
期
界
の
興
隆
に
長
年
努

五
十
二
年
に
当
大
社
に

□
め
て
き
た
こ
と
が
今
回

奉
職
以
来
、
神
明
奉
仕
二
り
昇
進
と
成
っ
た
も
の
と

に
努
め
る
と
共
に
神
社
i
存
じ
ま
す
。

位
禄

れ
ば高

呵
正
秀

双
が
品
年
4｀
月
名
日
生

浄
階
ヲ
校7

平
英
―
キ9年
＝
二
n
-
`

神
諏
身
全
級
ビ
す
る

•
91

i
4 

平
成
―
―
←

5庄
―]
-
1
1
-
n

_l 

神
社
木
廉

袖
図
糸
宗
像
市
？
ぷ

宗
熾
大
社
宮
司
高
，
？
正
秀

級
』
に
昇
進

ー一 人事異動（神職） 3月 25日付で人事異動を下記の通り行いました。

II II 
ル
'

ル
‘ II 

ん
‘ II 

ケ It It ん
'

ク 11 
11 

ケ 11 

宗
像
崇
史

訟
越
裕
介

日
高
庸
介

鈴
木
祥
裕

吉
野
理

松
林
拓

壼
岐
貴
寿

大
塚

宗
延

坂
本
敬

御
床
直
之

神
島

亘

中
原
裕
生

佐
々
木
大
冶

長
友
貞
冶

権
禰
宜
杉
山
安
彦

渡
退
秀
丸

葦
津
幹
之

宮
司
高
向
正
秀

禰
宜
葦
津
敬
之

神
宝
館
々
長

社
務
本
局
長

御
造
営
室
長
（
兼
）

庶
務
部
長

文
化
財
管
理
事
務
局
長
（
兼
）

氏
子
青
年
会
事
務
局
長
（
兼
）

御
造
営
室
員
（
兼
）

経
理
部
長

海
洋
分
局
長

祭
儀
部
長

宗
像
護
国
神
社
管
理
主
任
（
兼
）

宮
司
兼
務
社
管
理
主
任
（
兼
）

海
洋
分
局
事
務
局
長

御
造
営
室
員
（
兼
）

祭
儀
部
儀
式
課
長

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

祭
儀
部
賽
務
課
主
任

氏
子
会
幹
事
長
（
兼
）

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
長
（
兼
）

庶
務
部
庶
務
課
主
任

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

御
造
営
室
員
（
兼
）

主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
事
務
局
長
（
兼
）

庶
務
部
庶
務
課
員

経
理
部
会
計
課
主
任

氏
子
青
年
会
事
務
局
員

庶
務
部
広
報
課
主
任

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

御
造
営
室
主
任

経
理
部
用
度
課
主
任
（
兼
）

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
兼
）

御
造
営
室
員

宮
司
秘
書
（
兼
）

庶
務
部
庶
務
課
員
（
兼
）

経
理
部
用
度
課
員

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
事
務
局
員
（
兼
）

庶
務
部
広
報
課
員

宗
像
大
社
菊
花
会
事
務
局
員
（
兼
）

祭
儀
部
賽
務
課

氏
子
会
幹
事
（
兼
）

祭
儀
部
儀
式
課
員

氏
子
青
年
会
事
務
局
員
（
兼
）

祭
儀
部
儀
式
課
員
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去
る
三
月
二
日
、
三
菱
重
工
業
・
長
崎
造
二
者
約
百
名
参
列
の
下
、
当
大
社
神
職
三
名
奉

船
所
（
長
崎
市
）
に
於
い
て
護
衛
艦
「
あ
き
づ
：
仕
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
、
同
艦
に
宗
像
大
神

き
」
の
入
魂
式
が
海
上
自
衛
官
並
び
に
関
係
口
か
奉
斎
さ
れ
た
。

.
n
[

i C
]
:
れ
ロ
バ
戸
□ロ
口
い
い
□い

i
]
ご
こ□

び
に
国
家
安
泰
を
祈
念
す
る
祝
詞

,

t

-
1
 

全
『
｀
―
-
f
を
奏
上
、
引
き
続
き
艦
内
主
要
部

で
分
の
清
祓
を
行
い
、
玉
串
拝
礼
で

ニ
g
ー
は
、
ぎ
装
員
長
二
等
海
佐
高

一
疇
・
ー
田
昌
樹
氏
ほ
か
関
係
者
が
艦
の
安

ー
、
●
全
を
祈
っ
た
。

At
 で

．
「
あ
き
づ
き
」
と
い
う
艦
名
は
本

艦
に
て
三
代
目
に
あ
た
り
、
一
代
目

は
昭
和
十
七
年
に
舞
鶴
工
廠
に
て

竣
工
、
二
代
目
は
昭
和
三
十
五
年

に
三
菱
長
崎
造
船
所
に
て
竣
工
し

て
い
る
。
本
艦
は
、
従
来
の
汎
用
護

衛
艦
の
任
務
に
加
え
、
弾
道
ミ
サ
イ

ル
の
警
戒
・
対
処
に
従
事
す
る
イ
ー

ジ
ス
艦
を
航
空
機
等
の
脅
威
か
ら

防
護
す
る
任
務
が
与
え
ら
れ
て
い

る
為
、
防
空
能
力
が
強
化
さ
れ
て

お
り
広
域
捜
索
・
追
尾
・
目
標
処

理
能
力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

同
艦
は
、
三
月
十
四
日
に
正
式

に
就
役
す
る
。
「
あ
き
づ
き
」
の
今

後
の
武
運
長
久
を
祈
念
す
る
。

宗
像
大
神
を
奉
斎

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
あ
き
づ
き
」
入
魂
式
宗
像
大
社
菊
花
会
・
（
社
）
全
日
本
菊
花
連
盟
九
州
地
区

新
年
総
会
並
び
菊
作
り
講
習
会
開
催

二
月
二
十
五
日
、
宗
像
大
社
菊
花
会
の
新
i
後
の
懇
親
会
で
は
、
松
川
先
生
も
交
え
、
会

年
総
会
が
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
」
員
一
同
互
い
の
菊
作
り
の
話
等
で
盛
り
上
が

れ
、
千
々
和
会
長
以
下
約
八
十
名
の
会
員
が
：
り
、
盛
大
裡
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。

出
席
し
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
総
会
で
は
、
今
一

年
十
一
月
開
催
の
第
四
十
二
回
西
日
本
菊
花
i

大
会
日
程
に
つ
い
て
等
の
議
論
が
な
さ
れ
、
[

来
年
度
の
日
程
が
決
定
さ
れ
た
。
~

総
会
終
了
後
、
（
社
）
全
菊
連
審
査
員

研
修
会
が
行
わ
れ
、
（
社
）
全
菊
連
・
石

原
睦
生
理
事
に
よ
り
「
公
認
審
査
員
の

心
得
及
び
審
査
基
準
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
資
料
に
基
き
審
査
基
準
等
を
詳
し

く
説
明
頂
い
た
。

続
い
て
、
菊
作
り
講
習
会
行
わ
れ
、
第

一
部
が
宗
像
大
社
菊
花
会
副
会
長
石
一

原
睦
生
先
先
に
よ
り
「
私
の
菊
作
り
」
、
一

第
二
部
が
元
福
岡
県
園
芸
研
究
所
所
長

松
川
時
晴
先
生
に
よ
り
「
菊
の
開
花

整
理
並
品
種
改
良
に
つ
い
て
」
と
二
名
の

講
師
を
お
招
き
し
て
講
演
頂
い
た
。
石

原
先
生
は
実
践
の
栽
培
に
即
し
た
面
か

ら
、
松
川
先
生
は
学
術
的
な
面
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
観
点
か
ら
の
講
義
に

会
員
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

最
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
は
、
定
刻
を

過
ぎ
て
も
受
講
者
か
ら
の
質
問
が
絶
え

ず
、
惜
し
む
よ
う
に
終
え
ら
れ
、
そ
の

贔‘"‘sf仁2
)-~~\~, 
ダ“‘`

鼻
·
·
‘

り
'
5
2
0

ぃ
4

ー
ク
“

‘`-— 
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宗
像
大
社
横
『
i
f
t
の
道
む
な
か
た
館
』
オ
ー
プ
ン

宗
像
市
郷
土
文
化
学
習
交
流
課

：
ン
に
、
弥
生
時
代
の
む
な
か
た
に
ス
丁
と
さ
せ
ま
す
。

：
ポ
ッ
ト
を
あ
て
展
示
を
お
こ
な
い
i
ま
た
、
む
な
か
た
館
で
は
さ
ま

：
ま
す
。
宗
像
地
域
に
は
み
ら
れ
な□さ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
歴
史
に
触

i
い
甕
棺
（
か
め
か
ん
）
も
展
示
予
定
了
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
勾
玉
づ

四
月
二
十
八
日
、
宗
像
大
社
横
こ
胆
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
海
の
道
：
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
公
開
と
二

c

す
。
ま
た
、
田
熊
石
畑
遺
跡
出
：
く
り
や
、
古
代
銭
の
鋳
造
体
験
な

（
旧
ア
ク
シ
ス
玄
海
）
に
郷
土
文
化
了
む
な
か
た
館
は
、
む
な
か
た
の
歴
了
な
る
も
の
も
多
数
あ
り
ま
す
。
展

□
エ
武
器
形
は
、
今
回
の
特
別
展
示
口
ど
は
人
気
の
高
い
体
験
学
習
で
す
。

学
習
交
流
館
「
海
の
道
む
な
か
た
『
史
的
魅
力
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ホ
を
通
し
て
古
代
の
む
な
か
た
に
二
り
目
玉
と
な
っ
て
お
り
、
錆
止
め
な
丁
オ
ー
プ
ン
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

福
岡
県
と
福
津
市
ニ
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
：
ど
の
保
存
処
理
を
終
え
、
約
二
年
「
ク
中
は
講
演
会
や
無
料
体
験
学
習

が
共
同
で
世
界
遺
：
し
ょ
う
か
。
世
界
遺
産
の
登
録
を
二
ふ
り
に
十
五
本
揃
っ
て
公
開
さ
れ
i
な
ど
連
日
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

産
登
録
を
進
め
て
こ
進
め
て
い
る
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
：
ま
す
。
武
器
形
青
銅
器
が
十
五
本
：
品
囲
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
オ
ー
プ
ン

い
る
「
宗
像
・
沖
二
追
遺
産
群
」
は
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
二
究
揃
い
し
た
姿
は
圧
巻
で
、
当
時
二
り
際
に
は
海
の
道
む
な
か
た
館
へ
お

ノ
島
と
関
連
遺
産
丁
こ
そ
の
関
連
遺
産
と
国
内
、
国
外
二
り
む
な
か
た
の
繁
栄
ぶ
り
を
紡
彿
二
越
し
く
だ
さ
い
。

群
」
の
活
動
拠
点
口
の
世
界
遺
産
な
ど
を
、
パ
ネ
-
[

施
設
で
す
。
：
ル
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
．
i

む
な
か
た
館
で
一
し
て
い
ま
す
。
シ
ア
タ
ー
}
m
-

―
-

言
い

□
い
[
]
[
1

す
。
常
設
展
示
は
：
ま
す
。
ま
た
、
シ
ア
タ
ー

「
海
の
道
」
を
オ
ー
ロ
ル
ー
ム
の
入
り
口
で
は
中
『
―

プ
ン
時
の
テ
ー
マ

□
村
研
一
画
伯
の
描
い
た
沖
）

に
旧
石
器
時
代
か
i
ノ
島
を
公
開
し
ま
す
。
．

ら
現
在
ま
で
の
む
一
特
別
展
示
は
期
間
を
設
乙

な
か
た
の
歴
史
を

□
け
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
も
の
を

わ
か
り
や
す
く
紹
＝
展
示
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
―

介
し
ま
す
。
い
ま
二
時
の
テ
ー
マ
は
沖
ノ
島
祭

だ
む
な
か
た
に
は
、
i
祀
前
夜
で
、
平
成
二
十
二
年

海
の
道
を
物
語
る
こ
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

痕
跡
が
残
っ
て
お
[
た
田
熊
石
畑
遺
跡
の
墓
域

り
、
多
く
の
遺
跡
丁
か
ら
出
土
し
た
十
五
本
も

や
遺
物
な
ど
に
み
二
り
武
器
形
青
銅
器
を
メ
イ
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神前結婚式挙式者芳名
（平成23年 12 月～ 24年 3 月）

越
戸
俊
和
様

大
井
陽
子
様

................................................................ 

大
坪
弘
和
様

1
1日
広
島
県
三
原
市

渡
邊
有
希
様

......................................................................... 

本
田
悠
馬
様

1
7日
熊
本
県
菊
池
郡

松
田
美
由
紀
様

................................................................. 

伊
東
正
浩
様

秦
啓
子
様

2
4日

3

月
4

日

神
谷

松
尾

2
5日

1
2月
3

日

小
山
義
一
様

田
尾
彩
子
様

福 宗 直 北

岡 像

早
坂
竜
一
様

末
崎
理
恵
様

.................................................................... 

高
橋
稔
様

4

日
飯
塚
市福
田
聡
子
様

.............................................................................. 

高
橋
友
貴
様

1

月

1
7日
東
京
都
目
黒
区

井
上
詩
織
様

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

1
 
.

.

.

.

.

.

 

.
 

松
氷
亮
介
様

2
9日
福
津
市谷
口
睦
様

............................................................................. 

森
口
昭
平
様

2

月
8

日
北
九
州
市
兒
玉
智
恵
美
様

........................................................................... 

福
津
市

深
田
航
洋
様

鶴
田
和
恵
様

.................................................. 
和
幸
様

由
美
様

方
九

朴I

市 市 市 市

静
岡
県
藤
枝
市

l _ 
一
．

今
回
の
古
写
真
は
、
昭
和
十
五
年
に
神

祇
院
と
福
岡
県
の
共
催
で
当
大
社
に
て
開

催
さ
れ
た
神
職
講
習
会
の
模
様
で
す
。

写
真
①
は
、
陸
軍
軍
人
に
よ
る
講
義
風

景
。
演
題
は
、
写
真
右
に
写
っ
て
い
る
よ
う

に
「
現
代
戦
ノ
特
質
卜
思
想
戦
」
。
写
真
②

は
「
避
難
演
習
」
。
既
に
昭
和
十
二
年
か
ら

日
中
戦
争
も
始
ま
っ
て
お
り
写
真
①
②
共
，
•

に
当
時
の
世
相
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
写
真

③
は
、
木
刀
を
持
ち
剣
術
の
練
習
で
し
ょ
う

か
？
現
代
の
神
職
講
習
会
で
は
中
々
目
に
す

る
機
会
が
な
い
光
景
で
す
。
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今
昔
物
語
の
、
「
能
登
国
口
や
が
て
小
さ
く
な
り
、
と
う
と
う
ニ
プ
以
裏
タ
リ
。
藤
ヲ
以
テ
但
タ
ル
箱
一

ふ
げ
し
の
そ
ん
お
び
を
え
た
る
こ
と

鳳
至
孫
得
帯
語
第
十
二
」
と
二
兒
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ニ
プ
結
タ
リ
、
其
レ
ヲ
解
テ
箱
ヲ
開
テ
[

の
と
の
く
に
の
か
み
う
る
わ
し
き
こ
こ
ろ
に
よ
り
て
く
こ
~

「
能
登
守
依
直
心
息
国
一
そ
し
て
波
打
ち
際
に
目
を
や
る
二
兒
レ
バ
、
漆
塗
タ
ル
箱
在
リ
、
其
糸
一

や
す
め
た
か
ら
を
え
た
る
こ
と

得
語
第
四
十
六
」
は
、
本
来
一
と
、
黒
く
丸
い
物
が
漂
っ
て
い
る
。
ニ
プ
以
テ
供
タ
リ
。
其
レ
ヲ
開
テ
見
レ
[

は
な
し

―
つ
の
話
が
二
つ
に
分
か
れ
た
も
の
こ
低
者
も
気
付
き
小
さ
な
塗
物
の
桶

□
ハ
、
犀
ノ
角
ヲ
切
テ
重
ネ
ツ
、
四
方
i

で
あ
ろ
う
。
十
二
話
と
四
十
六
話
二
c

あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
の
事
が
リ
ア
ニ
＿
結
ゲ
テ
入
タ
リ
、
取
出
テ
見
レ
バ
、
[

し
ゅ
う

を
合
わ
せ
て
み
る
。
少
し
鳳
至
の

□
ル
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
「
近
寄
来
二
帝
二
荒
造
テ
、
三
腰
ガ
析
を
入
タ
ル
[

孫
の
話
を
紹
介
す
る
と
、
頃
は
平
タ
ル
ヲ
、
弓
ヲ
以
テ
掻
キ
令
寄
テ
見
也
ケ
リ
。
」
厳
重
に
し
か
も
丁
寧
に

安
時
代
・
能
登
国
の
鳳
至
の
孫
が
：
レ
バ
、
平
ナ
ル
桶
ヲ
縄
ヲ
以
て
細
力
ニ
ノ
つ
ま
れ
た
様
子
が
分
か
る
。
「
こ
一

凶
兆
を
避
け
て
、
従
者
と
連
れ
だ
―
二
結
タ
リ
。
取
上
ゲ
テ
、
縄
ヲ
切
テ
丁
れ
は
天
が
自
分
に
賜
わ
ろ
う
と
し
[

ち
海
辺
に
出
で
、
こ
こ
か
し
こ
歩
き
」
開
テ
見
レ
バ
、
油
二
油
シ
タ
ル
ル
紙
二
J
、
あ
の
お
つ
げ
が
あ
っ
た
の
だ
」
[

疲
れ
た
の
で
、
浜
に
と
言
っ
て
、
帯
を
持
ち
帰
っ
た
。
こ
芸
者
は
帯
を
首
に
ひ
っ
か
け
て
逃
一
の
帯
は
関
白
殿
に
献
上
さ
れ
た
。

横
に
な
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
後
、
家
は
隆
盛
を
む
か
え
二
け
出
し
た
。
長
者
は
各
地
を
転
々
一
今
昔
は
こ
の
よ
う
に
最
後
を
結めだた

正
午
ご
ろ
前
方
の
海
大
福
長
者
と
な
り
、
い
つ
し
か
丁
と
す
る
が
帯
の
お
か
げ
で
、
ひ
ど
：
ん
で
い
る
。
「
此
レ
微
妙
キ
財
ナ
レ

ふ
げ
し

を
見
て
驚
い
た
。
海
鳳
至
の
孫
と
呼
ば
れ
て
そ
の
生
一
い
生
活
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

□ハ
、
浪
ト
モ
見
エ
ケ
ル
也
ケ
リ
。
其

面
が
盛
り
上
が
っ
て
涯
を
終
え
た
。
：
為
政
の
国
司
の
任
期
が
終
わ
り
次
：
モ
前
世
ノ
福
報
二
依
コ
ソ
、
其
帯
得

迫
っ
て
来
る
。
し
か
第
十
二
で
は
、
そ
の
人
に
男
こ
に
源
行
任
が
国
司
に
な
っ
た
が
、
長
「
メ
ン
ト
ナ
ン
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ヤ
。
」

し
連
れ
の
従
者
は
一
の
子
が
お
り
そ
の
帯
を
相
続
一
者
は
鳳
至
に
は
戻
ら
な
か
っ
た
。
[

向
に
、
迫
っ
て
く
る
し
、
父
と
同
様
に
長
者
と
し
て
一
次
に
藤
原
実
房
と
い
う
人
がよ
し
~

恐
ろ
し
い
波
が
見
え
生
活
し
て
い
た
が
、
国
司
の
慶
二
国
司
と
な
り
、
長
者
は
各
地
を
さ

な
い
。
男
は
観
念
滋
為
政
が
こ
の
帯
の
噂
を
聞
：
ま
よ
い
、
年
も
と
っ
た
の
で
、
国
司

し
、
両
手
を
合
わ
せ
き
、
何
か
と
無
理
難
題
を
言
っ
二
り
も
と
へ
行
き
、
帰
国
し
た
い
旨

て
す
わ
り
込
ん
だ
。
て
責
め
立
て
、
ま
た
大
勢
の
家
：
を
伝
え
た
。
国
司
は
長
者
に
い
ろ

だ
が
波
は
襲
い
か
か
来
を
引
き
つ
れ
て
難
癖
を
つ
け
―
い
ろ
な
物
を
与
え
た
の
で
、
持
っ

る
よ
う
に
近
つ
い
て
、
て
、
長
期
間
逗
留
し
た
た
め
、
二
J
い
た
帯
を
国
司
に
渡
し
た
。
そ

鳴‘

—~::-.•,..’` 
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特別公開「歌人たちの競演」
1 宗像大社所蔵五紐の三十六歌仙図扁額 I 

ヽ•9. 

t
 

桃山～江戸時代にかけて、宗像大社へ奉納された三十六歌仙図扁額

を特別公開します。年に一度、期間限定の貴重な特別公開。

和歌の趣、大和絵の美が融合する雅の世界をどうぞご堪能下さい。

響ii■ 平成24年4月 14 日（土）
~6月 3 日（日）

響9’ 宗像大社神宝館 3階展示室

●即躇1 ●大人 500円
●大学・高校生 300円

●中・小学生 200円

◎ 15名以上は 1 名に付100円引

※4/1~5/6迄は、「海の道むなかた館」開館記念として宗像市
「春の観光キャンペーン」ガイドに付属のクーポン券を持参さ
れた方は、大人300円、大学生以下100円で拝骰出来ます。
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小野小町延宝八年

黒田光之奉納
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一
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

i
ぽ
か
ぽ
か
の
冬
日
の
中
の
枯
草
に
天
道
虫
の
紅
色
光
る

一
コ
天
道
虫
の
紅
一
点
が
美
し
い
。
一
・
ニ
句
の
言
葉
の
繋
が
り
を
な

i
i
だ
ら
か
に
〈
ぽ
か
ぽ
か
と
冬
の
日
の
さ
す
〉
と
す
る
と
下
の
句

：
ー
が
引
き
立
つ
。

一
福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

i
庭
の
鉢
に
培
ふ
ス
ナ
ッ
ク
碗
豆
が
蝶
止
ま
る
が
に
花
を
つ
け
た
り

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

可
愛
い
ス
ナ
ッ
ク
碗
豆
の
花
に
に
っ
こ
り
す
る
作
者
が
見
え
る

屯
宮
の
さ
く
ら
の
空
に
飛
燕
あ
り
お
ー
い
沖
ノ
島
通
っ
て
き
た
か
＂

海
辺
を
飛
ぶ
燕
に
呼
び
か
け
る
作
者
、
爽
や
か
な
気
分
の
良
い

lg
ょ
う
。
四
・
五
句
を
入
れ
替
え
、
蝶
に
似
た
花
を
強
調
し
て
も
良
い
。

U
歌
だ
。
一
・
ニ
句
は
〈
さ
く
ら
咲
く
屯
宮
の
空
に
〉
と
し
て
は
。
．

一
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

i
時
雨
過
ぎ
落
ち
葉
濡
れ
た
る
山
坂
に
人
の
す
べ
り
し
靴
の
跡
あ
り

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

＂
ミ
ス
テ
リ
ー
の
一
場
面
の
よ
う
な
歌
。
滑
っ
た
人
の
安
否
が
気

ほ
ろ
酔
の
列
車
降
り
し
時
転
び
ゐ
き
起
こ
し
く
れ
た
は
高
校
生
な
り
i

-
/
v□9
”
□
`

ロ
ニ
贔
只
]
]
汀
゜
場
面
を
投
げ
出
す
よ
う
な
詠
み
方
が
内
容
に
あ
っ
て

し
て
み
た
。

]
宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

i
み
ど
り
児
の
頭
ほ
ど
あ
る
ザ
ボ
ン
の
実
し
ば
ら
く
両
手
に
重
さ
確
か
む

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

~
ざ
ぼ
ん
を
抱
え
た
作
者
の
胸
に
去
来
す
る
も
の
は
、
か
っ
て
の

柊
に
鰯
の
頭
を
串
に
刺
し
福
豆
を
手
に
囃
し
た
て
た
り
i

-
1季節
の
行
事
を
大
切
に
暮
ら
す
作
者
。
福
豆
を
手
に
と
あ
る
が
[
孟
麿
皇

k

胃
想
像
塁
夏
詠
み
ぶ
り
が
良
り

豆
撒
き
を
せ
ず
鬼
を
招
き
入
れ
る
お
宅
な
の
か
を
知
り
た
い
。
~

~
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

一
い
た
い
た
し
ふ
た
り
欠
け
ゐ
て
老
い
残
る
俳
優
た
ち
の
再
演
ド
ラ
マ

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
~

~
ド
ラ
マ
の
再
演
を
見
て
同
じ
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
、
共

鬼
の
顔
初
め
て
出
土
す
牙
あ
れ
ど
角
無
き
鬼
ぞ
平
安
の
鬼
~

一
感
で
き
る
歌
。
ド
ラ
マ
の
題
が
あ
る
と
良
い
の
だ
が
。

橿
原
で
出
土
し
た
土
器
の
鬼
の
絵
、
角
が
無
い
鬼
に
驚
い
た
感
i
"

名
が
よ
く
出
て
い
る
が
、
「
鬼
」
の
重
複
を
二
回
に
と
ど
め
る
エ
[

〖
夫
を
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

贅
え
立
つ
マ
ン
シ
ョ
ン
は
や
も
黒
ず
み
ぬ
茜
移
ろ
う
窓
を
放
て
ば
i

ー
＿
暮
れ
方
の
微
妙
な
明
暗
を
捕
ら
え
た
作
者
の
目
が
良
い
。
三
句
一

ー
は
〈
暮
れ
始
む
〉
、
結
句
は
〈
開
け
れ
ば
〉
と
す
る
ほ
う
が
自
然
゜
~-i 

宗
像
市
池
田
森
龍
子
~

~
ク
ロ
ー
ン
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
ほ
の
ぼ
の
と

底
冷
え
の
著
き
夕
ぐ
れ
け
ん
ち
ん
汁
は
祖
母
直
伝
の
味
に
仕
上
る
~

~
咲
き
の
ぼ
り
ゆ
く
列
島
を
北
に

·
温
か
い
け
ん
ち
ん
汁
は
寒
い
日
に
は
何
よ
り
の
ご
馳
走
。
結
句
i

；
を
〈
仕
上
げ
る
〉
と
す
る
と
台
所
に
立
つ
作
者
の
姿
も
見
え
て
く
一
来
世
は
豆
に
な
り
た
し
は
ら
か
ら
と

る
。
一
蔓
で
む
す
ば
れ
あ
ま
た
実
さ
げ
て

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

眸
暉
血
宗
像
大
社
歌
会
詠
草

ー
汀
汀
只

三
月
二
十
五
日
付
を
以
て
御
造
営
室
へ
異

動
と
な
り
ま
し
た
マ
社
報
を
担
当
し
た
一

年
間
、
編
集
作
業
を
通
じ
て
改
め
て
神
社
に

つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。

毎
月
二
十
五
日
前
後
は
、
締
切
に
追
わ
れ

ド
タ
バ
タ
し
、
印
刷
会
社
の
担
当
の
方
に
は

特
に
迷
惑
を
掛
け
た
と
思
い
ま
す
。
又
、
紙

面
に
自
分
の
色
を
出
そ
う
と
考
え
ま
し
た
が

『
古
写
真
探
訪
』
シ
リ
ー
ズ
が
精
＿
杯
で
し

た
ご
異
動
す
る
御
造
営
室
は
、
平
成
二
十
五

年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
本
殿
の
お
屋
根

替
え
等
、
今
後
十
年
間
に
亘
っ
て
行
わ
れ
る

沖
・
中
・
辺
津
宮
の
再
整
備
を
担
当
す
る

為
、
新
た
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
部
署
で
す
。

不
安
な
面
は
あ
り
ま
す
が
、
御
造
営
と
い
う

一
大
事
業
に
＿
か
ら
携
わ
れ
る
の
は
有
難

く
思
い
ま
す
マ
今
後
と
も
、
社
報
『
宗
像
』

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
松
）

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
•
松
林
拓

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

送
電
線
の
続
く
嶺
々
春
の
雪

じ
皿俳
句
作
品
集


